
緩和ケア回診 

年度 2023 2024  

回診対象者数 189 251 人 

のべ回診回数 3,239 3,154 回 

回診対象者 1 人におけるフォローアップ回数 17.1 12.6 回 

緩和ケア診療加算 算定回数 2,659 2,451 回 

  

３３．． 2024 年度緩和ケア推進室主催の研修会 

年 月日 研修会名 題 名・内 容 

2024 8/29 
第 3 回がん診療に携わる人材育成に

向けての院内研修会 
緩和ケア推進室の活動と課題について 

2024 10/27 岡山県緩和ケア研修会（PEACE） 
がん等の診療に携わる医師等に対する 

緩和ケア研修会 

  

●●  研究業績 

１．学会 

1） 宗教者である患者のスピリチュアルペインへの対応が困難であった一例を振り返る 

宮武和代、佐藤晃子、岸口武寛、藤原慶一 

日本死の臨床研究会 第 24 回 中国・四国支部大会 in Okayama          2024 年 5 月 19 日 

 

NST(Nutrition Support Team)室                室長 外科医師 久保 孝文 

 

● 活動目的 

1. 栄養障害の状態にある患者や、栄養管理をしなければ栄養障害の状態になることが見込まれる

患者に対し、患者の生活の質の向上、原疾患の治癒促進及び感染症などの合併症予防などを

図る。 

※所定の研修を修了した医師、看護師、薬剤師、管理栄養士が NST ラウンドすることで栄養

サポートチーム加算 200 点を得ることができる。 

2. 入院患者に対する栄養リスクアセスメントを行い、低栄養患者の栄養改善および治療に、多職種

編成チームで取り組む。 

3.  職員に対して、栄養に関する意識向上を図るべく啓発活動を行う。 

● 活動状況 

1. 全入院患者に対して栄養リスクアセスメントを行い、低栄養患者に関するコンサルト業務を行って

いる。 

2. 毎週月曜日に整形外科 NST カンファレンス・ウランド、毎週火曜日にその他診療科の NST カンフ

ァレンス・ラウンドを行い、主治医へ提言を行っている。 

3. 奇数月の第４金曜日に、NST 拡大ミーティングを行い、各病棟リンクナースとともに、栄養管理に

関する勉強会を行っている。 

4. 全入院患者に「摂食・嚥下障害質問票」にてスクリーニングを行い、嚥下障害「あり」の判定が出

た患者を対象に、お食事ラウンドを行っている。ラウンドは、NST リンクナース、言語聴覚士、管理

栄養士が行い、摂食・嚥下状態の確認、食形態や栄養状態を評価し、必要時は NST が継続して

介入するなど低栄養を予防している。 

＜＜22002244 年年度度活活動動実実績績＞＞  

新規依頼件数：318 件、回診回数：87 回、延べ患者数：713 人、加算人数：675 人 

 
 

 

月 回診数（回） 延べ患者数（人） 加算人数(人) 月 回診数（回） 延べ患者数（人） 加算人数（人）

４月 5 46 46 １０月 8 52 46

５月 4 35 34 １１月 7 51 49

６月 8 68 62 １２月 10 85 82

７月 9 64 57 １月 7 62 58

８月 7 70 68 ２月 6 42 36

９月 7 72 72 ３月 9 66 65
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・・ 摂食・嚥下お食事ラウンド実施件数  

依頼件数 111 件 

 
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

＜＜認認定定＞＞  

日本臨床栄養代謝学会    ＮＳＴ稼働認定施設 

日本栄養療法推進協議会  ＮＳＴ稼働認定施設 

月 ラウンド数（回） 依頼患者（人） ラウンド患者数（人） NST介入継続患者数（人） 月 ラウンド数（回） 依頼患者（人） ラウンド患者数（人） NST介入継続患者数（人）

4月 2 2 2 2 １０月 6 14 14 14

5月 3 4 4 4 １１月 4 14 14 14

6月 1 1 1 1 １２月 4 16 16 16

7月 4 4 4 4 １月 5 11 11 11

8月 3 9 9 9 ２月 5 9 9 9

9月 5 12 12 12 ３月 6 15 15 15
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臨床工学室                       室長 吉田 磨（臨床工学技士長） 

 

● 活動目的 
国立病院機構岡山医療センターにおける医療機器の中央管理体制を確立し、効率的利用、保守

点検による安全性の向上ならびに職員教育を行う。また、実質的な医療機器の操作により質の高い

医療を実現することを目的とします。 

● 活動状況 

臨床工学室は、臨床工学技士 11 名で業務を行っています。業務内容は、臨床業務と機器管理業

務があり、臨床業務としては、人工心肺・血液浄化・術中自己血回収・ペースメーカーなどがあります。

最近の流れとしては、アブレーション業務、遠隔モニタリング業務、ロボット支援下手術業務が増加し

ております。機器管理業務としては、人工呼吸器・輸液ポンプ・シリンジポンプ・低圧持続吸引器・ベッ

ドサイドモニター、フロートロン等の保守・点検・修理を行っています。医療機器管理台数は 2,200 台

以上となっています。 

医医療療機機器器管管理理件件数数  

医療機器貸出件数 １２,７４４件     医療機器返却件数 １２,６３８件   

  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
人工呼吸器 35 29 30 35 40 33 23 40 30 28 28 29 380
ネーザルハイフロー 12 23 10 16 18 20 19 14 25 24 20 19 220
輸液ポンプ 559 588 618 676 695 612 629 632 661 602 505 543 7320
シリンジポンプ 186 184 209 216 198 228 211 222 233 213 211 195 2506
低圧持続吸引器 34 27 35 44 40 29 45 23 27 25 27 32 388
ベッドサイドモニター 10 11 8 10 8 7 7 6 4 3 4 7 85
モニター送信機 0 4 2 4 2 0 1 0 0 0 0 4 17
パルスオキシメーター 4 2 1 1 2 1 1 3 0 0 0 0 15
DVT装置 115 127 93 124 155 142 196 217 197 178 182 149 1875
電子血圧計 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1
透析室透析装置 9 9 12 12 10 11 5 6 7 2 0 0 83
血液浄化装置 5 8 6 6 6 6 6 7 6 6 9 3 74
除細動器 14 14 16 14 14 15 13 14 15 14 11 20 174
IABP 3 0 3 0 0 3 0 0 1 0 3 0 13
人工心肺 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 13
ECMO 3 0 3 0 0 3 0 0 3 0 1 2 15
保育器 19 16 23 27 25 34 29 21 25 18 22 19 278
体温管理装置 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2
AED 28 28 28 28 29 28 28 28 28 28 0 28 309
電気メス 1 0 0 0 2 1 0 0 11 1 0 4 20
自動血圧計 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1
経腸栄養ポンプ 3 5 3 4 7 2 3 6 2 3 3 5 46
PCAポンプ 11 7 12 7 8 10 14 13 8 11 10 14 125
麻酔器 0 0 0 1 1 0 0 0 2 0 0 0 4
ネブライザー 2 5 1 2 2 4 0 1 1 3 1 1 23
合計 1054 1088 1115 1228 1263 1190 1233 1256 1287 1160 1038 1075 13987
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